
【様式３】

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　消化器外科　　　（研究責任者）　山岸　茂
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から　2023年　03月　31日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

後方視的観察研究であり、電子カルテ上で過去の経過とデータを集積する予定です。
抽出データは研究者のみ個人を特定できる紐づけを行います。
データファイルはパスワードで保護して院内で施錠できる引き出しで保管します。

■外部への
　　試料・情報の提供

行う予定はありません。

■研究目的・方法

【目的】
急性胆嚢炎はガイドラインで早期手術が推奨されている。一方で高齢化社会の背景もあり併
存疾患を持った高齢者への手術も増加しています。高齢者に対する急性胆嚢炎手術の安全
性を後方視的に検討することで手術リスクが高い症例や合併症の予測因子を明らかにしたい
と考えました。これにより今後の手術がより安全に施行できることを目的とします。

【方法】
2016年1月より2020年12月までの急性胆嚢炎と診断され早期手術を施行した103例のうち79
歳以下の若年群(Y群)、80歳以上の高齢群(E群)で併存疾患や手術リスク評価、手術時間、
出血量、術後在院期間などの周術期因子を後方視的に比較検討します。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

後方視的にカルテ記載、手術記録、血液データを参照します。

情報公開用文書（藤沢市民病院で実施する医学系研究）　

■研究課題名 80歳以上の高齢者に対する急性胆嚢炎の早期手術における安全性の検討

２０２１年　１月１９日作成

■研究の対象

2016年1月より2020年12月までに急性胆嚢炎と診断され手術を施行した176例を対象としまし
た。
このうち、診断同一入院内に手術を施行した103例を早期手術群として本研究で解析を行い
ました。


